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NEWS

若く勢いのある下野市へ

下野市自治基本条例情報紙
しも つけ　し　　じ　　ち　　き　ほんじょうれいじょうほう　し

〈 特集 〉　交流をささえる市民力！

　栃木県下野市は、雷とともに夕立が多い地域です。雷は昔から「雷（らい）さま」と呼ばれ、豊かな作物を
育てる恵みの雨をもたらす存在としてあがめられてきました。雨降って地固まると言われるように、この情
報紙が、豊かな地域づくりにつながるように「らいさま」と名付けました。
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　　　　（香川県高松市、宮城県亘理町、ふくしまあじさい会）
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　今年の春に、私は初めて下野市を訪問することになりました。
イベントの招待状は下野市の市制10周年記念式典、新庁舎内
覧会並びにディーツヘルツタール市との姉妹都市締結40周年を
祝うものでした。短い滞在期間でしたが、市内見学することが
できました。若手農家を視察した際には、アスパラガスやいち
ごを丹精込めて栽培しており、農産物を販売するだけでなく、
農産物を加工や調理をして販路の拡大に努めているところに感
動しました！「道の駅しもつけ」では地元農家や地域の生産者の
農産物を販売する直売所を併設し、多くのお客で賑わっていて、
活気があることに友人としてよろこびを感じました。新規就農者
や農業を受け継ぐ若者にとっても魅力的なことです。
　さらに、市内には自治医科大学附属病院をはじめ、多くの病

院が立地していることから、医療環境はとても恵まれていると
感じました。
　そして、とても印象深いのは、下野市役所の新庁舎でした。
私は市庁舎建設の成功を心から祝福いたしました。庁舎を見た
印象と使った素材や色づかいは外観内観ともによく、下野市の
みなさんが市庁舎をとても気に入り、大切にしてくれるものと強
く思いました。
　広瀬寿雄市長をはじめ下野市のみなさま、下野市国際交流協
会会員のみなさま、下野市国際交流員のマシアス・ブリッタス
ドーフのおかげで、若く勢いのある感動に満ちた下野市を知るこ
とができました。今後も下野市とディーツヘルツタールの姉妹都
市交流がますます発展することを願っています。
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　福島県内の複数の自治体からの避難者で組織される「ふくしまあじさい会」は、毎月独自のイベ
ントを開催するなど活発に活動しています。  
　当初は、グリーンタウンコミュニティーセンターで活動を行っていました。その後、友愛館に活
動の場を移すことで、東方台地コミュニティ推進協議会（らいさま第３号４ページ参照）と出会い、
今の活動の基盤が形成されました。会報「絆 きずな  ふるさとへ 」（写真右）も毎月発行されてお
り、取材時現在96号を数え、市安全安心課を経由して、各会員（44世帯）に郵送されています。
組織の絆がしっかりしているので、ここまで続いており、なおかつ、参加した日に会費を払うと
会員になれるなど参加しやすい雰囲気をつくっている印象をもちました。実際にイベント時は、宇
都宮市・真岡市・壬生町・結城市からも参加者が集まり、毎回40～50名の方々が参加しています。
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　編集会議の場を新庁舎に移動しての最初の「らいさま」となりました。
　気軽にご参加いただける市国際交流協会主催事業を紹介します。来年1月にティーパー
ティー（茶話会）を、2月は日本語教室に通う生徒のみなさんが日本語スピーチに挑戦しま
す。詳しくは、広報に掲載しますので楽しみにお待ちください。どなたでも入場できます。

【表紙】ドイツ・ヘッセン州マールブルク市： グリム童話の作家 グリム兄弟が学生時代過ごしたまち

Andreas Thomas 
ドイツ ヘッセン州 ディーツヘルツタール市長 トーマス・アンドレアス

　取材を進めていく中で、交流事業には人それぞれの
得意分野を活用していくことと、橋渡しをする人の存
在が重要なこと、それには信頼関係を日常から築いて
いくことが大切だと感じました。　　（編集委員 MO）

編集後記

つな
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条例36条
市は、歴史及び文化等を共有する他の市町村との交流を積極的に図り、歴史及び文化等を大切にするまちづくり
を推進するものとする。
２ 前項に規定する交流のほか、市は、災害等の緊急時に備え、他の市町村との相互支援を積極的に推進するも
のとする。

（国内交流） 規格は市広報に準じます。
有料広告募集中！！
情報誌

　私たち市民にとって、よりよいまちづくりの基本方針と市政運営の基本ルールを明文化し、平成26年4
月に制定されました。特別な規制を設けるものではなく、地域において日々さまざまな活動を行っていく中
で、よりよい下野市のまちづくりに役立てていこうとするものです。

下野市自治基本条例とは・・・
田植え交流
　社会福祉法人はくつる会主催の「田植えまつり」に
12名のふくしまあじさい会の会員が参加。腕に自信の
ある40名が水田に入り、従来の方法に変えて福島式
前進法の植え方により、皆さん心地よい汗を流しまし
た。※平成28年5月21日取材

　東日本大震災時、市民（自治医科大学看護学部学生）が宮城県亘理町へ帰省中被災され
たことを受け、亘理町を支援することが決まり、亘理町応援団（民間団体）を組織して復興
支援が始まり平成24年度からは3年にわたり天平の花まつり招待事業など交流事業を行っ
てきました。
　また、平成26年12月からは、スポーツ少年団がスポーツ活動を通じ友好関係を深めると
ともに、青少年へ災害・防災への関心を高めることを目的として、宮城県亘理町と『スポーツ
交流事業』（Ｈ26：サッカー、Ｈ27：ミニバスケットボール、Ｈ28：剣道）が実施されています。

Ⅱ

ミニバスケットボール交流の模様

Junge Stadt Voller Positiver Überraschungen 

ディーツヘルツタール市
アンドレアス市長に伺い
ました。


